











































































































































































































































































































































































































て助言してきた。2010 年度の実践から 2011 年
度はドラムジカに取り組む前に人前で発表する
場を多く設けてからドラムジカを同じ内容で
実践した。発表することを経験した学生は、自
分だけではなく相手の立場になって考え、伝え
ることを意識するようになった。また、改善点
やどのようにすればよりわかりやすく伝えるこ
とができるかということを創意工夫するように
なった。
　今後は、ドラムジカのみならず、さらに子ど
もたちに伝えるということを学生により意識さ
せながら、表現する幅を広げさせたい。
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